
令和２年度「在宅医療介護啓発講座」アンケート集計結果　

基本情報　性別・年齢

●本日の講座に関して●

問１　在宅医療介護啓発講座に参加しようと思ったきっかけは何ですか。（複数回答可）

その他内容

自分自身の近い将来に関係するテーマとして。

今年親の在宅看取りをたて続けに2人経験し、あと2人親がいるので今後のため。

来週父の在宅介護がスタートするにあたり、知識が全くないため。

自宅での看取りに関心があったから。

介護予防に関わっているから、総括的な話を聞きたかった。

高齢の両親と同居、在宅医療の知識を深めたかったため。

家に年配の人がいるため。

問２　今まで在宅医療介護啓発講座に参加されましたか？

実施日　令和2年９月27日、11月８日、11月15日

会　場　　大穂交流センター、市民ホールやたべ、桜交流センター　

急に介護に直面したから。離れて暮らす両親の介護、制度、利用できるサービス、それ

を取り入れる際の注意点等知りたい。
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1．講演を聞きたかったから

2．医療・介護に関心があるから

3．生活圏域での開催であったから

4．家族や友人に誘われたから

5．その他

問１

50代, 4, 9.1%

60代, 12, 

27.3%

70代, 14, 

31.8%

80代, 14, 31.8%

年齢

計：23名

男性, 13, 

28%

女性, 33, 

72%

性別

計：23

参加した, 4, 9%

参加していない, 

43, 91%

問２

計：47人



問２－１　「参加した」を選んだ方にお尋ねします。

どちらの会場に参加されましたか？

2

問３　医師の講演についてどのように感じましたか。

問４　ケアマネジャーの講演についてどのように感じましたか。

問５　講師とのディスカッションについてどのように感じましたか。

桜会場

参考になった, 

27, 61.4%

非常に参考に

なった, 13, 

29.5%

どちらでもな

い, 4, 9.1%

問３

計：44名

参考になっ

た, 27, 64.3%

非常に参考に

なった, 10, 

23.8%

どちらでもな

い, 5, 11.9%

問４

計：42名

参考になった, 

25, 67.6%

非常に参考に

なった, 7, 

18.9%

どちらでもな

い, 5, 13.5%

問５

計：37名



問６　意見・感想

介護の役に立てたらと思った。

自分の今後を考える時に参考になることがたくさんありました。

陶山先生のお話は具体的で解りやすくとても参考になった。

在宅医療の詳細について話が聞けて良かった。

在宅での医療、介護についての概要が解り参考になりました。

ハートページを知らなかったので良かったです。

とてもよかったです。

介護保険制度が始まった頃、親の介護でいろいろ施設を利用しました。今後も大

事な制度であると思いますので、多くの人にとってより良い制度で利用しやすい

ものであってほしいと思います。

今まで何も知らなかったのでとにかく情報を聞けて良かった。特にどこに聞けば

良いのか、どんなことまで聞いていいのかが何となく少しわかって良かったと思

います。ありがとうございました。

資料の説明は読めば分かります。専門的なお話が聞けるのかと期待していまし

た。

ハートページナビを開いたことがなかった。非常に参考になりました。

ポータブルトイレやシャワーチェアは病院では共用なのに、在宅ではなぜ買い取

りしかないのか。購入したが、経過がそのステージを飛び越えてしまったのでほ

とんど使わず終わった。

ありがとうございました。

若い人に職場等でも講座をされることがあると良い効果があると思う。

独居者の場合の医療介護講座を増やしてほしい。

講師の声が聞こえにくい。

受講を希望する方はたくさんおられると思う。



●人生の最終段階における医療・療養について●

問１　あなたは人生の最終段階における医療・療養についてこれまで考えたことがありますか。

問２　あなたの人生の最終段階に受けたい医療・療養や受けたくない医療・療養に

      ついて、御家族等や医療・介護関係者とどのくらい話し合ったことがありますか。

問２－１　問２で「詳しく話し合っている」「一応話し合っている」と回答の方に

           お尋ねします。どなたと話し合いましたか。（複数回答可）

問２－２　問２で「話し合ったことはない」と回答の方にお尋ねします。

　　　　　　これまで話し合ったことはない理由は何ですか。（複数回答可）

ある, 32, 

71.1%

ない, 13, 

28.9%

問１

計：46名

話し合ったこ

とはない, 22, 

47.8%一応話し合って

いる, 21, 45.7%

詳しく話し合ってい

る, 3, 6.5%

問２

計：46

名
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家族・親族

友人・知人

医療介護関係者

その他

問２－１ （話し合っていると回答した9名を対象に集計）
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話し合いたくないから

話し合う必要性を感じていないから

話し合うきっかけがなかったから

知識が無いため、何を話し合っていいかわからないから

その他

問２－２（話し合ったことはないと回答した14名を対象に集計）



問３　あなたの人生の最終段階の受けたい医療・療養や受けたくない医療・療養を

      考えるために、どのような情報を得たいと思いますか。（複数回答可）

問４　あなたはアドバンス・ケア・プランニング（ACP）について知っていますか。
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人生の最終段階の心身の状態の変化

人生の最終段階に受けられる医療の内容

人生の最終段階に過ごせる施設・サービスの情報

人生の最終段階に受けた医療や療養の場所に関する体験談

人生の最終段階における、自分の意志の伝え方や残し方

人生の最終段階の相談・サポート体制

その他

知りたくない

問３

知らない, 

25, 55.6%

聞いたことはあ

るがよく知らな

い, 16, 35.6%

よく知ってい

る, 4, 8.9%

問４

計：45名



●救急について●

問１　「つくば市救急医療情報便ツクツク見守りたい」をご存知ですか。

使用している 3

使用していない 5

問１－１　問１で「知っている」と回答の方にお尋ねします。「つくば市救急医療情報便ツ

クツク見守りたい」を使用していますか。

問５　人生の最終段階の医療・療養について、あなたの意思に沿った医療・療養を受けるた

めには、御家族や医療関係者等とあらかじめ話し合い、また繰り返し話し合うこと（アドバ

ンス・ケア・プランニング〈ACP〉）が重要と言われています。このような話し合いを進

めることについて、あなたはどう思いますか。

賛成である, 39, 

84.8%

わからない, 

7, 15.2%

問５

計：46名

知っている, 18, 

38.3%

知らない, 29, 

61.7%

問１

計：23名



●看取りについて●

問１　自宅で御家族を看取った経験がありますか。

祖母（認知症あり）の死（妻が看取った）

もう少し本人の希望や意見を聞いておくと良かった。

問１－２　問１－１で「使用していない」と回答の方にお尋ねします。使用に至らなかった

理由は何ですか。（複数回答可）

問１－１　問１で「ある」と回答の方にお尋ねします。自宅で御家族を看取った際に

困ったことや、問題になったことがありましたらご自由にお書きください。

ケアマネを決める段階がいちばん途方に暮れた。訪問医、訪看、ヘルパー、福祉用具、入

浴、と業者ごとに契約の手続きがあり、高齢の配偶者には厳しいと思った。

40年以上前のことで当時は医師の往診が可能でしたので、家庭のことにそれほど不安は感じません

でした。現在は家庭のマンパワーの問題もあり、医師の往診もハードルが高いので在宅での看取り

に大きな不安を感じています。

祖母、祖父が亡くなった時、共に母がその数年前からつきっきりになり、心身ともに大変そうだっ

た。祖父の時は、父が定年近く子供も就職していたこともあり仕事を辞めた。

ない, 24, 

53.3%

ある, 20, 

44.4%

無回答, 

1, 2.2%

問１

計：23名
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必要性を感じていない

家族と同居しているから必要ない

持っていない

書きたくない

問１－２（使用していないと回答した5名を対象に集計）


